
光⾚天連シンポジウム：
2030年代の戦略的中型
をどうするのか
光⾚天連将来計画検討専⾨委員会

(世話⼈代表：松⽥有⼀、本原顕太郎）



獲得⽬標
•⽇本の光⾚外コミュニティとして2030年代にどのような光学⾚
外線宇宙望遠鏡が必要かを議論し、将来の戦略的中型ミッショ
ンへの道筋を探る。

そのために本シンポジウムでは
ü2030年代の光学⾚外における科学テーマを概観する（初⽇）
ü国内外の各種衛星計画の動向を共有する（⼆⽇⽬）
ü⽇本としてどのようなサイエンスを狙うのか、光⾚天連として
本当に戦略的中型をやりたいのか、やりたいならどのように実
現可能な計画を作っていくのかを議論する（⼆⽇⽬）
宇宙物理GDIが発⾜し、議論が本格化する2022年度の早い段階
には意思統⼀が必要



ฑ੔30೧ౕ工ఖන案（୊18回宇ந開൅કྲྀຌ෨会ࣁ߻ྋ）
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光⾚天連とこれまでの戦略的中型
2019年度の⼭⽥さんの講演スライドより（http://gopira.jp/sym2019/1-1-Yamada.pdfを参照）

• 光⾚天連のコンセンサスとしてSPICAを推進していた（2013年に光⾚天連から声明）
• ⼯程表にも「次世代⾚外線天⽂衛星（SPICA）の2020年代中期の打上げに関する検討も⾏う」と明記
• しかし2020年10⽉に検討中⽌（2021年度シンポでの⾦⽥さんの講演、本シンポでの野上さんの講演）
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戦略的中型
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� LiteBIRD䛜戦略的中型䠎号機䛻㑅定䚹予算要求䜢目指䛩䚹
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これからの戦略的中型
本シンポでの⼭崎さんと上野さんの講演（https://www.isas.jaxa.jp/missions/documents/index.htmlを参照）

• これからの戦略的中型ミッションの⽴ち上げに関する提⾔
• 宇宙科学コミュニティと宇宙科学研究所の開かれた関係のもとで「戦略的に」⽴案を⾏なうべきもの
• プロジェクトをマネジメントする意識を全てのプレイヤーが、それぞれの役割に応じ持つ必要
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ッションの۫ରద఑案にむけ、宇நཀྵָ・ָ޽委員ճに࣎ݸదワーキンググループをઅ஖
してॄ஦ద֋൅をߨなうことや、ௗغదな֋൅ߴ໪についてٗढ़ロードマップへのखりࠒ
みなどを఑ݶすることなどもできる。٠࿨のܨգを਷࣎ޮනすることで、コミュニティと
গཔ଀を༙ڠするとಋ࣎に、3 つの GDI ؔでڠಋで෾໼横இదにೖຌの宇ந科ָの࠹઎୼
ミッションをཱི案することもغଶされる。۫ରదなミッションコンセプト఑案ॽだけでな
く GDI による඲価のߡえ๏、位஖づけも؜めたものが఑案となる。科ָ੔Վだけではな
く、宇ந科ָસରにとってのミッションのༀׄもಁまえ宇ந科ָڂݜॶによるコンセプト
఑案のݗ౾がߨわれ、ཱི案される。કྲྀద஦ܗミッションは 10 ೧ؔで 3 ఖౕというড়ؽ
݇から、࠹ॵの఑案ؽճはこれから 2 ೧ޛとߡえている。෾໼によりコミュニティのو
ໝ・ౕཽも異なるため、GDI の۫ର化とઅ஖はޛࠕཀྵָ・ָ޽委員ճでߨわれる。 
 

 
࣏のアイディアࣰݳ加ଐプロセスで、ミッションコンセプトをࣰݳする宇நؽや運༽のコ
ンフィグレーションをݽめて、「ຳྙదかつࣰݳ可೵なミッションのࢡ」をఈٝすることが、
プロジェクトの૥ݳࣰغにはචਤである。Pre-phase A1b に 1 ೧、A2 に 2 ೧、プリプロジ
ェクトとしての Phase A に 2 ೧、֋൅から଩ちあげ(Phase B~D)まで５೧でようやく１０
೧での଩ちあげが可೵である。ճܯ೧ౕの੏༁の஦でこのؔغをगることは஭意਄いマネ
ジメントໃには可೵とはならない。ミッションࣰݳのための༹々なમ୔ࢸやオプションか
らどれをࣼて、どれをમ୔するか、఑案チームのསྼに引きずられないݭしいトレードオフ
による࠹న化には、それまでのݗ౾チームを越えたଡֱదかつシステムズエンジニアリン
グద఼ࢻの಍೘がචགྷである。そのため෱߁い઒໵家や෾໼ؖंܐがࢂ加する GRI(Groupe 
de Réalisation Intégré)というものを৿たにઅける。Pre-Phase A2 ではミッションఈٝのた
めに、ミッション෨/衛੗システムのハードウェア༹࢕のఈྖ化だけではなく、ྙڢࡏࠅの
൥囲や֋൅ܯժもݽめて、コストਬఈの৏でࣰݳ可೵なミッションのܙを݀ఈする。ミッシ
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宇宙物理分野とこれからの戦略的中型
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戦略的中型
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次期戦略的中型を
戦略的に立案
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2021年度の⼭⽥さんの講演スライドより（http://gopira.jp/sym2021/3-16-Yamada.pdfを参照）

• 宇宙物理学分野においては、10年で1機(あるいは、~20年で~3機)の想定が妥当。
• 「戦略的⽴案」に乗るためには、宇宙物理分野としてのコンセンサスが重要。
• 「宇宙物理学分野」としての次期の基幹計画を含むビジョン(ロードマップ)の策定・更新を期待。


